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株式会社シーピーユー 

 
株式会社シーピーユー（本社：⽯川県⾦沢市⻄泉 4-60、代表取締役 ⽊屋満晶）は、横断的な情報を

活⽤した⾃動マッチングや視覚的な確認⽀援により、積算業務の効率化と判断の平準化を実現する⼟⽊
積算システムの最新版「ゴールデンリバー 2026」を 2026 年 4 ⽉１⽇（⽔）にリリースします。 

近年、公共⼯事を担う建設業界では、就業者の減少や⾼齢化の進⾏により、⼈⼿不⾜が深刻化し、
限られた⼈員での業務遂⾏が常態化しています。加えて、時間外労働の上限規制への対応も求められ、
業務効率化と⽣産性向上が喫緊の課題となっています。 
 また、熟練技術者の退職に伴う技術継承の課題も顕在化しており、業務の標準化や属⼈化の解消が
求められています。 
 積算業務においても、ソフトの性能が⾼まっている⼀⽅で、最終的な判断や確認は依然として熟練
者に依存しており、確認作業の効率化と判断プロセスの平準化が課題となっています。 

「ゴールデンリバー 2026」では、これらの課題を踏まえ、⼊⼒から確認までの⼀連の作業を効率
化し、精度向上を⽀援する機能を実装しました。 

1）横断的な情報から最適候補を提⽰する「スマートマッチ機能」 
本製品では、発注元から提供される電⼦設計書を取り込み、費⽬の情報を⾃動反映した上で、搭載デ

ータと照合し、⾃動積算を実⾏します。「スマートマッチ機能」は、⾃動照合できなかった費⽬につい
て、取り込んだ情報をもとに搭載データや⼊⼒履歴などと横断的に照合し、最適な候補を⾃動で提⽰し
ます。これにより、検索の⼿間を軽減し、⼊⼒作業の効率化と精度向上を実現します。 

2）地図上で位置特定と距離算出を⾏う「マップ連携機能」 
⼯事場所を地図上で直接確認できます。積算では移動距離が必要となる費⽬もあり、⼯事場所の特

定が必要ですが、⼯事前の段階では詳細な住所情報がない場合も少なくありません。 
本機能では、⼤まかな⼯事場所から地図上で位置を特定し、緯度・経度情報を取得して詳細な位置情
報として反映します。これにより、⼯事場所からの移動距離を⾃動で取得でき、費⽤の算出をスムー
ズに⾏えます。さらに、移動ルートも地図上で把握することが可能です。 

3）⼊⼒箇所に対応する位置を視覚的に⽰す「ガイドポインター機能」 
本製品は、⼊⼒画⾯と電⼦設計書画⾯を並べて確認できる機能が搭載されています。「ゴールデンリ

バー 2026」では、電⼦設計書画⾯の表⽰機能を刷新し、視認性と操作性を向上させました。新たに
搭載した「ガイドポインター機能」では、⼊⼒画⾯で選択した箇所に応じて、電⼦設計書画⾯上の該
当箇所を分かりやすい指マークのポインターで表⽰します。視覚的に該当箇所を把握できるため、確
認作業の効率化と⾒落とし防⽌に寄与します。 

これらの機能はいずれも標準搭載されており、現在、本製品の最新版をご利⽤中のお客様は追加費
⽤なしでご利⽤いただけます。 
 また、「ゴールデンリバー 2026」では、積算ソフトに必須となる令和８年度の積算基準等改定への
対応や最新単価の迅速な提供にも対応し、積算業務の効率化と精度向上を⽀援してまいります。 
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製品名 ⼟⽊積算システム「ゴールデンリバー 2026」 

提供開始 2026 年 4 ⽉ １⽇（⽔） 

価 格 
オープン価格（システム構成によって異なりますので、お問い合わせください。） 
※ゴールデンリバー ユーザー様（2026 年度データサポート会員にご加⼊の⽅）は、 

追加費⽤不要です。 

［本件に関するお問い合わせ］ 
株式会社シーピーユー 企画課 TEL.076-280-8023  E-mail kikaku@cpu-net.co.jp 


